
「
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
拡
充

を
求
め
る
請
願
」
署
名
の
最
終
人

数
は
、
９
２
９
８
人
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
人
数
は
、
愛
西
市
の
人

口
６
５
２
８
０
人
の
14
・
２
％
に

あ
た
り
、
市
議
会
で
最
高
の
請
願

署
名
数
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
の
討
論

と
議
員
の
態
度

を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
。
ア

イ
ウ
順
。
鬼
頭

勝
治
議
長
と
欠

席
の
堀
田
清
議
員
は
除
く
）

真
野
和
久
（
日
本
共
産
党
）

「
中
学
３
年
生
ま
で
の
拡
大
分
の

財
源
は
、
小
学
６
年
生
ま
で
拡
大

し
た
時
の
、
予
算
額
で
収
ま
っ
て

い
る
」

河
合
克
平
（
日
本
共
産
党
）

「
９
２
９
８
名
の
思
い
を
最
大
限

に
尊
重
し
、
こ
の
請
願
内
容
が
、

市
政
運
営
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を

求
め
る
」

山
岡
幹
雄
（
平
成
会
）

「
紹
介
議
員
に
、
明
確
な
答
弁
を

し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」

島
田

浩
（
新
生
愛
西
ク
ラ
ブ
）

「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
助
長
す
る
こ

と
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

大
野
則
男
（
平
成
会
）

「
国
と
し
て
早
急
に
格
差
是
正
に

取
り
組
み
、
制
度
化
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
」

吉
川
三
津
子
（
無
所
属
）

「
今
後
の
財
政
を
考
え
、
完
全
無

料
化
に
は
反
対
。
リ
ス
ク
の
高
い

子
ど
も
に
無
料
化
の
幅
を
広
げ
よ
」
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愛
西
市
12
月
定
例
議
会
は
、
自
治
基
本
条
例
、
一
般
会
計
補
正
予
算

（
統
合
庁
舎
整
備
費
増
額
な
ど
）
な
ど
を
議
決
、
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

を
拡
大
す
る
請
願
と
消
費
税
10
％
増
税
中
止
の
請
願
は
、
日
本
共
産
党

の
３
議
員
以
外
の
反
対
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
統
合
庁
舎
建
設
改
修
工
事
費
の
追
加
予
算
を
計
上
し
た
一
般
会
計
補

正
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
12
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

愛
西
市
議
会
で

過
去
最
高
の
署
名
に
背
を
向
け
る

謹賀新年

総選挙の躍進を力に
今年もがんばります

新年おめでとうございます。

2014年は、４月の愛西市議選では、定

数削減の中、かとう敏彦、まの和久の現

職と新人の河合かっぺいの３議席を得る

ことができました。

12月には、解散総選挙で、日本共産党

は８議席から21議席へと躍進。東海ブロッ

クでも倍増し、もとむら伸子としまづ幸

広の２名の衆議院議員を誕生させること

ができました。

この躍進を力に、2015年は国政におい

ては暴走する安倍政権ストップを、県政

においては革新の小松民子知事の実現と

県議席空白の克服を、市政においては大

型ハコモノ事業優先から、市民の福祉優

先の市政をすすめるため、がんばります。

2015年1月

日本共産党愛西市委員会

かとう敏彦議員

まの和久議員

河合かっぺい議員

比例代表 日本共産党

2014年
2012年

3,070票（11.14％）
1.957票（ 6.37％）

■比例代表の選挙結果（愛西市）

衆院選得票
愛西市でも比例代表１.６倍、

小選挙区１.５倍に

小選挙区 候補者名

2014年
2012年

渡辺ひろし 3,392票

松崎省三 2,227票

■小選挙区選挙結果（愛西市）

市
民
の
思
い
市
政
に
反
映
を

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
を
す
す
め
る
会

浜
本
七
重

会
と
し
て
、
９
２
９
８
人
の
署
名

を
集
め
た
の
に
、
請
願
書
が
、
不
採

択
と
な
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
が
っ

か
り
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
市
民

の
思
い
、
重
み
を
ど
う
感
じ
て
い
る

の
か
大
変
残
念
な
気
持
ち
で
す
。

「
子
は
宝
」
。
社
会
全
体
で
子
ど

も
を
育
て
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
な

の
に
、
議
員
は
、
そ
う
い
う
視
点
が

な
い
と
思
う
と
な
さ
け
な
い
。

59
億
円
の
庁
舎
事
業
を
や
る
か

ら
、
財
政
が
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

６
年
生
ま
で
拡
大
し
た
時
と
同
じ
予

算
な
ら
、
実
施
す
る
気
に
な
れ
ば
い

く
ら
で
も
で
き
る
と
思
う
。

私
は
、
愛
西
市
民
の
約

15
％
の

９
２
９
８
人
の
思
い
を
無
視
す
る
こ

と
な
く
、
絶
対
に
市
政
に
反
映
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

○
賛
成
３
人
（
加
藤
敏
彦
、

河
合
克
平
、
真
野
和
久
）

○
反
対
15
人
（
石
崎
た
か
子
、

大
島
功
、
大
島
一
郎
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則
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、
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宮
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史
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河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
を

す
す
め
る
会
か
ら
、
中
学
校
卒
業

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
求
め
る
請

願
書
が
８
３
０
４
人
の
署
名
（
質

問
時
）
、
全
人
口
の
１
割
以
上
の

賛
同
で
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
要

望
が
非
常
に
高
い
こ
と
の
あ
ら
わ

れ
だ
。
い
つ
ま
で
に
実
現
が
さ
れ

る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

多
く
の
署
名
が
あ
っ
た
こ
と
は

真
摯
に
受
け
と
め
て
い
る
。
追
加

の
経
費
が
必
要
で
、
限
ら
れ
た
予

算
の
範
囲
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
現
在
は
未
定
で
あ
る
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

無
料
化
を
小
学
校
３
年
生
ま
で

拡
大
し
た
と
き
、
小
学
校
６
年
生

ま
で
拡
大
し
た
と
き
の
予
算
額
、

決
算
額
は
。
中
学
３
年
生
ま
で
の

無
料
化
の
費
用
は
。

市
民
生
活
部
長

平
成
20
年
に
小
学
３
年
生
ま
で

拡
大
を
し
た
と
き
は
、
当
初
予
算

３
億
３
６
６
９
万
円
で
、
決
算
額

１
億
９
２
２
５
万
円
。
平
成
22
年

に
小
学
６
年
生
ま
で
拡
大
し
た
と

き
は
、
当
初
予
算
３
億
４
２
５
０

万
円
で
、
決
算
額
２
億
４
０
２
１

万
円
だ
っ
た
。
中
学
生
ま
で
拡
大

す
る
負
担
額
は
、
６
７
２
４
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

署
名
し
た
８
３
０
４
人
の
思
い

に
応
え
よ
。
群
馬
県
知
事
は
「
子

ど
も
の
医
療
費
無
料
化
は
、
活
力

あ
る
豊
か
な
社
会
を
築
く
た
め
の

未
来
へ
の
投
資
」
と
答
え
て
い
る
。

愛
西
市
も
そ
の
考
え
方
で
医
無
化

を
。

市
長県

・
国
に
お
い
て
統
一
し
た
制
度

を
実
現
す
べ
き
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て

ま
の
和
久
議
員

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
事
業
全

体
の
事
業
規
模
、
県
や
市
の
負
担

分
の
詳
細
は
。
企
業
誘
致
で
ど
の

ぐ
ら
い
の
市
税
収
入
を
見
込
ん
で

い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

経
済
建
設
部
長

全
体
の
事
業
費
は
約
33
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
愛
知
県
企
業
庁

の
負
担
が
約
30
億
円
（
用
地
の
取

得
、
造
成
な
ど
）
、
愛
西
市
の
負

担
が
約
３
億
円
（
地
区
計
画
の
策

定
、
文
化
財
調
査
、
水
路
つ
け
か

え
工
事
な
ど
）
。

市
税
収
入
に
つ
い
て
、
（
7.3
ha

で
試
算
）
固
定
資
産
税
で
、
現
在

の
土
地
の
12
万
６
０
０
０
円
が
、

企
業
立
地
後
は
、
土
地
、
家
屋
、

減
償
却
資
産
な
ど
合
計
４
７
０
０

万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

今
年
度
、
都
市
計
画
決
定
、
農

振
除
外
の
公
告
を
行
い
、
27
年
度

後
半
に
造
成
工
事
に
着
手
し
た
い

ま
の
和
久
議
員

税
制
な
ど
の
優
遇
制
度
を
考
え

て
い
る
の
か
。
周
辺
環
境
へ
の
配

慮
な
ど
規
制
は
。

経
済
建
設
部
長

雇
用
促
進
や
緑
地
面
積
規
制
の

緩
和
な
ど
の
優
遇
制
度
を
考
え
て

い
る
。
地
域
、
環
境
に
と
っ
て
、

実
態
に
合
う
よ
う
制
限
条
例
も
踏

ま
え
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
来
年
度
の
事
業
や
市
民
負
担
は

・
ど
う
な
る
４
月
か
ら
介
護
保
険

か
と
う
敏
彦
議
員

安
倍
政
権
が
４
月
に
消
費
税
を

８
％
に
増
税
し
た
こ
と
で
、
不
況

が
進
ん
で
い
る
。

愛
西
市
の
状
況
に
つ
い
て
市
長

の
認
識
は
。
市
の
景
気
対
策
は
。

企
画
部
長

市
の
中
で
独
自
で
景
気
の
動
向

を
把
握
す
る
指
標
は
持
ち
合
わ
せ

て
お
ら
ず
判
断
で
き
な
い
。
景
気

対
策
で
は
、
公
共
事
業
の
早
期
発

注
を
心
が
け
て
い
る
。

か
と
う
敏
彦
議
員

消
費
拡
大
の
施
策
と
し
て
、
稲

沢
市
や
一
宮
市
の
よ
う
な
「
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
行
っ
て
は
。

経
済
建
設
部
長

商
工
会
と
共
同
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
も
の
だ
と
い
う
考
え
だ
。

商
工
会
は
、
現
段
階
で
は
実
施
の

予
定
は
な
い
。

か
と
う
敏
彦
議
員

不
況
で
仕
事
が
減
っ
て
い
る
状

況
に
お
い
て
、
北
名
古
屋
市
の
よ

う
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
行
っ

て
、
市
内
の
業
者
の
仕
事
を
ふ
や

し
て
は
。

経
済
建
設
部
長

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

現
在
、
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
上
か
ら
も
耐
震
改
修
事
業
を
推

進
し
て
い
る
。
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「
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

請
願
に
応
え
よ
」

「
不
況
対
策
―
商
品
券
や

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
」

か
と
う
敏
彦

「
企
業
誘
致
の
費
用
や
課
題
は
」

ま
の
和
久
議
員

【
日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問
】

市の憲法

愛西市自治基本条例可決
市の役割や市民の権利・参加

などを定めた市の憲法と位置づ

けられる「愛西市自治基本条例」

が、12月議会で、全会一致で可決成立しました。

自治基本条例は、かとう敏彦議員が提案。八木

前市長の時に公募の市民委員会ができ、検討され

てきました。

日本共産党市議団は、「条例に示された市民参

画と、検証が課題であり、早急に具体化をしてほ

しい。また、住民投票の常設化や市民の福祉と安

全を守る自治体本来の役割の明記など、今後さら

に充実させて行くこと求める」（まの和久議員）

と賛成しました。

一般会計補正予算

統合庁舎整備事業で
1億7000万円を増額

12月議会に提案された補正予算の中で、資材

や人件費高騰のためとして、工事請負契約の変

更で1億7000万円を増額。総額41億2000万円に

膨れました。

庁舎関連事業

さらに膨れ上がる可能性が

今後、これ以外にも現庁舎の改修、支所整備

など関連事業の費用も試算以上に膨れ上がる可

能性が出てきました。今でも60億円近い庁舎整

備関連事業は、大きな財政負担となっており、

事業の見直しが求められます。

日本共産党市議団はこの議案に反対しました。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
を

す
す
め
る
会
か
ら
、
中
学
校
卒
業

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
求
め
る
請

願
書
が
８
３
０
４
人
の
署
名
（
質

問
時
）
、
全
人
口
の
１
割
以
上
の

賛
同
で
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
要

望
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非
常
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こ
と
の
あ
ら
わ

れ
だ
。
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つ
ま
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実
現
が
さ
れ

る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

多
く
の
署
名
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あ
っ
た
こ
と
は

真
摯
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受
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と
め
て
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る
。
追
加

の
経
費
が
必
要
で
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限
ら
れ
た
予

算
の
範
囲
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
現
在
は
未
定
で
あ
る
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

無
料
化
を
小
学
校
３
年
生
ま
で

拡
大
し
た
と
き
、
小
学
校
６
年
生

ま
で
拡
大
し
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と
き
の
予
算
額
、

決
算
額
は
。
中
学
３
年
生
ま
で
の

無
料
化
の
費
用
は
。

市
民
生
活
部
長
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成
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年
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学
３
年
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ま
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大
を
し
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と
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、
当
初
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３
億
３
６
６
９
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で
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決
算
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１
億
９
２
２
５
万
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学
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と
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当
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５
０
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０
２
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７
２
４
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か
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ぺ
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議
員
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０
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料
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会
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築
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め
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へ
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投
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。

愛
西
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の
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無
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。
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ま
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和
久
議
員
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収
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込
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ル
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経
済
建
設
部
長
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３
億
円
（
地
区
計
画
の
策

定
、
文
化
財
調
査
、
水
路
つ
け
か

え
工
事
な
ど
）
。

市
税
収
入
に
つ
い
て
、
（
7.3
ha

で
試
算
）
固
定
資
産
税
で
、
現
在

の
土
地
の
12
万
６
０
０
０
円
が
、

企
業
立
地
後
は
、
土
地
、
家
屋
、

減
償
却
資
産
な
ど
合
計
４
７
０
０

万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

今
年
度
、
都
市
計
画
決
定
、
農

振
除
外
の
公
告
を
行
い
、
27
年
度

後
半
に
造
成
工
事
に
着
手
し
た
い

ま
の
和
久
議
員

税
制
な
ど
の
優
遇
制
度
を
考
え

て
い
る
の
か
。
周
辺
環
境
へ
の
配

慮
な
ど
規
制
は
。

経
済
建
設
部
長

雇
用
促
進
や
緑
地
面
積
規
制
の

緩
和
な
ど
の
優
遇
制
度
を
考
え
て

い
る
。
地
域
、
環
境
に
と
っ
て
、

実
態
に
合
う
よ
う
制
限
条
例
も
踏

ま
え
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
来
年
度
の
事
業
や
市
民
負
担
は

・
ど
う
な
る
４
月
か
ら
介
護
保
険

か
と
う
敏
彦
議
員

安
倍
政
権
が
４
月
に
消
費
税
を

８
％
に
増
税
し
た
こ
と
で
、
不
況

が
進
ん
で
い
る
。

愛
西
市
の
状
況
に
つ
い
て
市
長

の
認
識
は
。
市
の
景
気
対
策
は
。

企
画
部
長

市
の
中
で
独
自
で
景
気
の
動
向

を
把
握
す
る
指
標
は
持
ち
合
わ
せ

て
お
ら
ず
判
断
で
き
な
い
。
景
気

対
策
で
は
、
公
共
事
業
の
早
期
発

注
を
心
が
け
て
い
る
。

か
と
う
敏
彦
議
員

消
費
拡
大
の
施
策
と
し
て
、
稲

沢
市
や
一
宮
市
の
よ
う
な
「
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
行
っ
て
は
。

経
済
建
設
部
長

商
工
会
と
共
同
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
も
の
だ
と
い
う
考
え
だ
。

商
工
会
は
、
現
段
階
で
は
実
施
の

予
定
は
な
い
。

か
と
う
敏
彦
議
員

不
況
で
仕
事
が
減
っ
て
い
る
状

況
に
お
い
て
、
北
名
古
屋
市
の
よ

う
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
行
っ

て
、
市
内
の
業
者
の
仕
事
を
ふ
や

し
て
は
。

経
済
建
設
部
長

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

現
在
、
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
上
か
ら
も
耐
震
改
修
事
業
を
推

進
し
て
い
る
。

第41号 愛西民報 2015年１月・２月

( 2 )

「
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

請
願
に
応
え
よ
」

「
不
況
対
策
―
商
品
券
や

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
」

か
と
う
敏
彦

「
企
業
誘
致
の
費
用
や
課
題
は
」

ま
の
和
久
議
員

【
日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問
】

市の憲法

愛西市自治基本条例可決
市の役割や市民の権利・参加

などを定めた市の憲法と位置づ

けられる「愛西市自治基本条例」

が、12月議会で、全会一致で可決成立しました。

自治基本条例は、かとう敏彦議員が提案。八木

前市長の時に公募の市民委員会ができ、検討され

てきました。

日本共産党市議団は、「条例に示された市民参

画と、検証が課題であり、早急に具体化をしてほ

しい。また、住民投票の常設化や市民の福祉と安

全を守る自治体本来の役割の明記など、今後さら

に充実させて行くこと求める」（まの和久議員）

と賛成しました。

一般会計補正予算

統合庁舎整備事業で
1億7000万円を増額

12月議会に提案された補正予算の中で、資材

や人件費高騰のためとして、工事請負契約の変

更で1億7000万円を増額。総額41億2000万円に

膨れました。

庁舎関連事業

さらに膨れ上がる可能性が

今後、これ以外にも現庁舎の改修、支所整備

など関連事業の費用も試算以上に膨れ上がる可

能性が出てきました。今でも60億円近い庁舎整

備関連事業は、大きな財政負担となっており、

事業の見直しが求められます。

日本共産党市議団はこの議案に反対しました。


